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               【目 的】
 本研究は, 成長期にある思春期女子の骨量増加を評価する上で必要であるが, 今までに報告さ
 れていない踵骨超音波法による判定基準値を検討するとともに, 最大骨量に到達する時期を検討
 した。 さらに, 骨粗 症の予防医学的見地から, より高い最大骨董を獲得するための方策を明ら
 かにすることを目的とした。
               【方 法】
 1. 対象は, 宮城県内の !2～18 歳までの日本人女子就学生 1,322 名であった。 身体測定, 超音
 波法による踵骨骨董測定, 身体活動および食習慣に関する調査, 栄養素摂取量を調査 し, 骨董と
 各因子の関係を分析した。 2. 骨量測定は, 超音波骨量測定装置 (Achilles, Lunar 社) を使用
 し, 右踵骨に対して行った。 本測定では, 踵骨透過後の超音波伝播速度 (以下, SOS:m/s) お
 よび広帯域超音波減衰係数 (以下, BUA:db/MHz) の2っのパラメーターが得られる。 SOS
 と BUA を総合的に評価する指標とする Stiffness 値 (%) を本研究では骨量の評価として採用
 した。 3. 骨量に影響を及ぼす因子を分析するにあたり, 文部省の平成9年度身体測定全国平均
 値に基づいて, 発育が著しいと考えられる 12～14 歳群と発育が比較的緩徐となる 15～18 歳群の
 2群に分け, 群別に骨量と影響因子について検討した。 データ解析は, 多変量解析プロ グラム
 SPSS を使用 した。 有意水準は5%とした。
               【結 果】
 1. 超音波法測定値は, 12 歳が Stiffness 値 83.6±12.1%, 13 歳が 88.1±10.3%, 14 歳が 90.2
 ±10.2%, 15 歳が 94.9±12.1%, 16 歳が 93.9±ll.4%, 17 歳が 95.2±12、6%, 18 歳が 93.2±10.8
 %であった。 2. 最大骨量の到達時期 超音波法測定値の成長に伴う変化は, 骨量が 12～15 歳
 で直線的な増加を示した。 15 歳以後の増加は認められず, 15 歳で最大値となった。 その値は
 Stiffness 値が 94.9±12.1%であった。 また, 骨量が初経後i年目に急激に増加 し, 4年目まで
 増加して, 最大値を示した。 その増加率は初経後1年目で 5.0%と最大であって, 初経発来から
 4年間で計!3.7%であった。 3. 骨量と諸因子の関係 1) 12～14歳群で, 体重 (r=0.368),
 BMI (r=0.341) と骨星の間に有意 (p<0.001) な相関が認められ, 15～18歳群のそれらより相
 関が高かった。 2) 初経後年数と骨量の間には, 12～14 歳群で正の相関 (r=0.300, p<0.001)
 が認められ, 15～18歳群でも弱い関連 (r二〇.071, p<0.05) が認められた。 3) 身体活動に関
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 する因子と骨量の関係は, 12～14 歳群で, 現在の運動習慣 (r=0.193), 現在の運動量
 (FO.303) と骨董の間に有意 (p<0.001) な相関が認められ, 運動をしている者が以前から運
 動習慣がない者に比べて, 骨量が6.3%高かった (F=5.61, P=0.0002)。 15～18 歳群では, 過
 去の運動習慣 (r=0.236), 過去の運動量 (r=0.188), 現在 の運 動習慣 (r=0.202), 現在 の 運 動
 量 (r=0.245) のそれぞれと骨量の間に有意 (p<0.001) な相関が認められ, 過去 か ら現在 ま で
 運動を継続している者は全く していない者に比べ, 骨量が 11%高値であった (F=19.07, P=
 0.0001)。 4) 牛乳・乳製品の摂取に関する因子と骨量の関係は, 12～14 歳群で, 牛乳の嗜好 (F
 O.189, p<0.001), 現在の摂取量 (r=0.157, p<0.01), 小学校給食以外の牛乳摂取習慣 (r=
 0.256, p<0.001) のそれぞれと骨量の間に相関が認められ, 過去から現在まで継続して摂取し
 ている者が全く摂取していない者に比べ, 骨量が 12%高値であった (F=7.81, P=0.0001)。 加
 えて, 摂取量は高骨量群が 290±226 (ml/日), 平均骨量群が 223±186 (ml/ 日) 低骨量群が 189
 ±160 (ml/日) であって, 骨董が高いほど摂取量が多かった (F=3.49, p=0.03)。 15～18 歳群
 では, 牛乳・乳製品の摂取に関する因子と骨量の関連は低かった。 4. 骨蚤増加に影響を及ぼす
 因子は, 12～14 歳群で 「体重 (β=0.30, p<0.001), 寄与率 11.1%」 「現在の運動量 (β=
 0.25, p<0.001), 寄与率 7.5%」 「小学生時代の牛乳摂取習慣 (β=0.25, p<0.001), 寄与率 6、8
 %」 「初経後年数 (β=0.13, p<0.05), 寄与率3,4%」 の4要因が認められた (F=12.83, P=
 0.00001)。 15～18歳群では, 「体重 (β=0.25, p<0.001), 寄与率 6.2%」 「現在の運動量 (β需
 0.25, p〈0.001), 寄与率5.9%」 「中学生時代の運動量 (β買0.13, p<0.001), 寄与率2.2%」
 の3要因が認め られた (F=13.13, P=0.00001)。
              【考察と結論】
 1. 超音波法測定値は, 本研究の対象者の身体特性が平均的な健常日本人思春期女子であること
 から, この値を骨量の判定基準値として扱いうる可能性がある。 2. 15 歳で最大骨量に到達す
 るため, その値を高めるには小学生時代からの牛乳摂取, 初経のタイミングに合わせた中学生か
 らの運動開始, 中学・高校在学時の規則的運動と, カルシウム摂取を心がけたバランスの良い食
 生活およびライフスタイ ルが大 切である。
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 審査結果の要旨
 高齢化社会の急激な進展に伴い, 特に女性において骨董が減少 し脊椎圧迫骨折や大腿骨頸部骨
 折が生じ易くなる骨粗鬆症が関心を持たれている。 骨折は寝たきり等の原因となり, QOL の低
 下をもたらすばかりでなく, 手術件数の増加は医療経済上も大きな社会問題となりつつある。 単
 位当たりの骨量は若い時にピークを迎え, その後年齢とともに僅かずつ下降する。 そして, 閉経
 後に, 個人差が大きいが, 急激に骨量が失われ, 骨粗鬆症となる。 従って, 骨粗鬆症の回避の方
 策として, 骨量が若い時の何歳頃に最大となるかを知り, その年齢までに骨量が可及的に高くな
 るように努力することが必要になる。 これまでの報告の多くは DXA 法による腰椎の測定による
 ものであって, ピーク年齢が 20 歳前後にまで遡られているが, 思春期の態様については不明の
 ままである。 加えて, DXA 法はX線被爆が懸念され, 対象とする腰椎には椎間板の加齢変性に
 よる骨棘形成が正確な骨量測定の障害とな る。
 筆者は, そこで, 十代の女子 (12～18 歳) の健常就学生 1,322 名を対象に, X 線被爆がなく,
 簡易で集団検診にむいている低周波超音波法を採用 して, 骨棘の影響を受けない踵骨について,
 ① 骨量の判定基準値の設定, ② 最大骨量に到達する時期, ③ 骨粗鬆症の予防医学的見地から,
 より高い最大骨量を獲得するための方策を明 らかにすべく本研究を行った。
 その結果, 次の所見が得られた。 ① 骨量は 12～15 歳で急激に増加 し, 15 歳で最大値 (94.9±
 12.1%) となった。 ② 骨量増加に影響を及ぼす因子は, 12～14 歳群では 「体重」, 「現在の運動
 量」, 「小学生時代の牛乳摂取量」, 「初経後年数」 の4要因が示唆された。 15～18 歳群では 「体
 重」, 「現在の運動量」, 「過去の運動量」 の3要因が認められた。 ③即ち, 最大骨量を迎える 15
 歳時の骨量の値を高めるには, 小学生時代からの牛乳摂取, 初経のタイミングに合わせた中学生
 からの運動開始と, カルシウム摂取を心がけたバランスの良い食生活が大切である, と結論され
 た。
 以上, 本研究は, 十代女性の踵骨超音波法による骨量測定に初めて注目 し, 踵骨骨量の基準値
 の設定, 最大骨量の年齢とその骨量を高める方策を明らかに したものであ り, 学位授与に 一←分値
 す る。
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